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Ⅰ　はじめに

　高等学校進学率は「学校基本調査」（文部科学省）

によると、平成 23 年度には全国平均 98.2％と高率を

示している。しかし、平成 22 年度「児童生徒の問題

行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（文部科学

省）によると、入学した高等学校を中途退学した者

は、平成 22 年度は 53,245 人で、中途退学率は全国平

均1.7％である。中途退学の理由としては、「学校生活・

学業不適応」が 39.0％、「進路変更」34.1％、「学業不振」

7.1％となっている。理由として最も多い「学校生活・

学業不適応」の内訳としては、「もともと高校生活に

熱意がない」「人間関係がうまく保てない」「授業に興

味がわかない」「学校の雰囲気が合わない」「その他」

の順となっている。このように、彼らの中途退学の原

因には、「学業に絡む不適応」や「人間関係に絡む不

適応」が多くの割合を占めていることがわかる。

　中途退学の原因について小林 1992（平成 4）年は、

中途退学者の追跡調査で、「先生との関係」の存在を

示した。また、杉山 2007a（平成 19）年も中途退学の

原因の一つに「対教師関係」因子が存在することを調

査研究により明らかにし、「学校生活・学業不適応」

になったり、「進路変更」したりする背後に、何らか

の形で教師が関与している可能性を示唆した。その上

で、杉山 2007b（平成 19）年は、中途退学者や高校生

が中途退学予防のために、「教師の対応の改善」「教師

の歩み寄り」を強く求めていることから、中途退学予

防のための心理教育的支援システムを構築するために

は、教師の意識変革が第一義的課題であることを示し

た。

　さらに杉山 2008a（平成 20）年は、中途退学者を対

象に前籍高等学校に対する不満についての語りを分析

した。それによると、「学校・授業・教師・生徒指導」

という学校体制に対する不満・悩みの本質は、教師そ

のものに対する「異議申し立ての心理」（＝教師に対

する期待）であることが明らかになった。生徒にとっ

ての学校の居心地の良し悪しは、規則等の枠組みより

も、むしろ教師の対応そのものが規定していることが

明らかになった。本来、教師は学校の中で生じた問題

は学校の中で解決しようという希求が高い。しかし、

近時、通信制高等学校やサポート校の台頭により、中

途退学した生徒の受け入れの場が民間教育機関等に広

がりつつあり、多くの中途退学者はそうした場所で支

援を受けている。教師は、学校の中で生じた問題は本

来、自分たちの手で解決したいと切望している。杉山

2005（平成 17）年の調査では、生徒もまた、教師に

表面上は反発しながらも、なんとか教師に手を差し伸

べて欲しいという期待を表していることが明らかにさ

れている。そうだとしたら、杉山 2008b（平成 20）年

が示すように、中途退学予防の問題は、各高等学校の

責任の下で、高等学校内で予防のための心理教育的支

援策を講じるべきである。

　ところで、教師の意識変革の前提には、既存のシス

テムに何らかの疑問を呈することが出発点である。教
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師は、学校というある種閉鎖社会に閉じ込められると、

何らかの疑問や不具合を感じていても、当たり前でど

うにもならないと思い込んでしまい、何とかしなけれ

ばという課題解決に対する意識が薄れてしまう可能性

がある。杉山 2011（平成 23）年の中途退学の原因や

その予防のための心理的支援策に関する調査研究にお

いても、教師は生徒の問題性を指摘し、生徒は教師の

対応の仕方を問題にするといった教師の意識と高校

生・中途退学者の意識に差異があることが明らかにさ

れている。教師が既成の概念にとらわれていては、中

途退学の予防は望めないのである。

　杉山 2010（平成 21）年が、教師の意識変革の具体

的方策として、公教育の既成概念に斬新な要素を加え、

中途退学予防のために新システムを導入し、現場教師

の意識変革の方向性を提示している。これは高等学校

内に教育支援センターをモデルとした支援の場を設置

し、集団における指導の場を小集団の支援に移行する

ことにより、伝統的な型を重んじる教師像に基づく意

識的な関わりから、教師が生徒の前でありのままの自

分を表出できる場を提供し、教師にゆとりを持たせよ

うとしたものである。

　このように先行研究では、まずは例外的な支援の場

を設けることにより、中途退学予防のためのシステム

をのみ込ませることにより、教師の意識変革も促そう

とする手法を試みている。しかし、教師は日々授業で勝

負をしている。勉強が嫌い、気力がわいてこない等、学

業や就学・登校に絡む不適応生徒たちを前に、どのよう

に関わり授業規律を作っていくのかという日常的実践

の視点からの中途退学予防策は未だ示されていない。

　本研究では、学校側、教師側からの視点ではなく、

生徒の授業等における困り感の視点に着目し、中途退

学者へのインタビューを実施した。中途退学を防ぐた

めに教師に求めたいものは何かを中途退学者に問いか

け、教師が授業の中で実践できる中途退学予防策を示

していくことが本研究の目的である。

Ⅱ　調査研究

１．インタビュー調査について

（１）手続き

　杉山・楡木 2010（平成 21）年は、広域通信制高等

学校であるＵ高等学校の通信制生徒を対象に、「中途

退学の理由」「前籍高校への不満」「現在の通信制高校

での生活について」等の質問紙調査を、メール配信に

より実施した。その際、調査に協力していただいた中

途退学者の中で、面接調査に協力可能という回答のあ

った 8名に半構造的面接法による調査を実施した。イ

ンタビューはできるだけ自由な雰囲気の中で実施し、

現在の生活状況や中途退学前後の状況、在学中授業等

で困ったこと等について語ってもらった。

（２）調査実施時期

　平成 22 年 3 月に実施した。

（３）場所

　Ｕ高等学校の教室をお借りし、グループインタビュ

ーを行った。

（４）倫理面での配慮等

　この調査の主旨と論文などによる公表の可能性、倫

理面には十分配慮することを説明し、あわせて録音に

ついても許可を得て、了承を得た。

２．インタビュー調査の結果

　インタビュー結果の概要については Table1 に示す。

　以下にインタビューの概要を記す。基本的には録音

から書き起こしたものをまとめた。

　記述に関しては本人の同意を得ているため、可能な

限り本人の表現を尊重してある。ただし、個人が特定

される部分については修正を加えてある。

（１）入学直後に暴力行為により中途退学したＡ男

　Ａ男は中学時代から成績は振るわなかった。万引き

や恐喝等の問題行動は絶えなかった。中退後はとび職

人として働いている。

　高校入学直後から、勉強はまったくわからなかった。

はじめは勉強しようと思った。しかし、難しすぎてだ

めだった。先生に質問すると、「そんなことも知らな

いの？」と馬鹿にされ、それ以来やる気をなくした。

もっとわかりやすく教えてほしかった。集中できなく

なり、つまらなくなった。授業中、寝ることが多かった。

先生に、「やる気がないなら出て行け」と何度も言わ

れた。やる気はあるのに受け止めてくれないのはどっ

ちだと思ったが、何を言っても無駄だろうと思った。

　入学後、2 週間程して、先輩から「金出せ」と言わ

れたが無視した。すると、放課後呼び出され、数人と

喧嘩になった。3 対１のため、自分の身を守るため必

死に抵抗した。俺も怪我をしたが、先輩は鼻骨骨折し

た。翌日、担任に呼び出された。

　事情を説明したが、担任は「喧嘩両成敗だ。特に、

相手は骨折している」「日ごろの素行が悪いからから

まれるんだ」と言われ、俺の気持ちを聴こうとはしな

かった。勉強できるようになりたい。いい点も欲しい。

学校も辞めたくない。だけど、勉強が全くわからない
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からいい機会だ、中退しかないと思い申し出た。する

と、担任は「やった行為に責任をとれ」の一点張り。

　担任からは何度も、頭を冷やして生徒指導を受ける

ようにと家庭にも連絡が入った。しかし、連休明けに

退学届けを提出した。

　勉強の点も、今回の暴力事件も、教師は生徒のこと

を考えているという印象を受けなかった。勉強がわか

らないと質問しても、馬鹿にして教えない。問題行動

起こせば、ただ責任を取れ。退学したときはすっきり

した。

　現在、通信制高校に所属しながら、とび職人として

働いている。朝早く仕事はきつい。しかし、同じよう

に中退した仲間も多く、気持ちを聴いてくれる。さわ

やかな気持ちで仕事ができる。先生も、話を聴いてく

れるだけでいいのに、自分たちの考える方向に無理に

導こうとする姿勢が目立ち残念だ。

（２）いじめの恐怖や教師の対応に失望を感じ中途退学し

たＢ子

　高校時代は授業が面白くなかった。先生の説明が難

しすぎてよくわからなかった。先生がひとりで授業を

している。テスト前には補習をしてくれたが、内容は

難しく、私たちのレベルに合わない内容であるため形

だけかな。また、試験の範囲も広すぎて、とても勉強

しきれない。

　入学した高校は、風紀が乱れていて、怖い生徒が多

かった。教室はいつもうるさくて、授業中、先生の話

を聞き取るのがたいへんだった。先生が注意しても、

改善はされない。まじめに勉強しようとすると、怖い

生徒から冷かされた。いじめの話も聞いていたから、

教室に行くことも怖かった。しかし、先生は見てみぬ

ふりをしていた。困っている生徒の話に耳を傾けて欲

しいといつも感じていた。

　私は小学校時代にいじめにあったため、中学は越境

で他地区の中学に通った。しかし、運悪く、高校でい

じめの加害者と一緒になった。クラスは違ったが、廊

下ですれ違うといつも睨まれていた。そのことを担任

に相談したが、「運が悪かったね。もしいじめられた

らいつでも相談するように」で片付けられた。いじめ

られてからでは遅いよ。「成績よければいじめにあわ

ないよ」と先生は言うが、教室では真面目に勉強する

といじめられる雰囲気があることを、わかってくれな

い感じだった。誰でもできる形式的な励ましではなく、

生徒の教室での様子をもっと理解して欲しかった。

　再びいじめが復活するのではと怖くて学校を休むこ

とも多くなった。欠席時間数が増えてくると留年にな

ると先生に言われたが、どうでもいいと思った。先生

は、私が一番困っていることに耳を傾けてほしいのに、

聴いてくれなかった。

　成績も悪くなると、親からも毎日怒られるばかり。

むしゃくしゃし、家出して、友だちの家を転々とする

日々が続いた。そのような生活が続いたため結局、親

Table1　インタビュー調査の概要

中途退学の時期 中途退学理由 在学中の困り感 教師への要望

事例 1 高校 1年 5月 問題行動、学業不振
勉強がわからない、先生が話を
聞いてくれない ,勉強できるよ
うになりたい

話を聞いてほしい、わかりやす
く教えて欲しい

事例 2 高校 2年 9月 学業不振、生活リズムの乱れ
教師が不安な気持ちを聞いてく
れない、勉強が理解できない

授業のレベルを下げてほしい、
生徒が困っているときに気持ち
を聴いてほしい

事例 3 高校 1年 9月
学校のシステムになじめな
い、教師の対応が冷たい、体
調不良

先生の対応が形式的、先生が生
徒を育てようとしない

生徒のために働いて欲しい ,み
んなで一緒に勉強したい

事例 4 高校 2年 12 月 対教師関係
教師と生徒との壁がある、つな
がりを感じない、教師に守られ
ていない

教師は乱暴な言葉を使わないで
欲しい、見守って欲しい、支え
て欲しい ,生徒を巻き込んだ授
業をして欲しい

事例 5 高校 1年６月 教師の対応に失望、いじめ
苦しい時に気持ちを受け止めて
くれない

生徒の内面を理解して欲しい、
みんなが一緒に楽しくできる授
業の工夫をして欲しい

事例 6 高校 2年 3月
教師の不親切な対応、一人で
勝手に授業しないで欲し

課題が多すぎる、授業に工夫が
ない、授業がおもしろくない

一緒に頑張ろうと言って欲し
い、役に立つ授業をして欲しい

事例７ 高校 2年 7月 学業不振、メンタル不調
授業内容がわからない、先生ひ
とりが授業している

個別に支援して欲しい、ひとり
で勝手に授業しないで欲しい

事例８ 高校 1年 11 月 生活リズムの乱れ
生徒の話を教師が聞こうとしな
い、教師の関わり方が形式的

内面の苦しみに踏み込んで欲し
い、見守って欲しい

＊インタビュー内容をもとに筆者が作成
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もあきらめ、2年生の 9月に退学。

　しばらく夜の飲食店で働いていたけれど、普通の仕

事がしたくなり、今は通信制高校に編入し、卒業を目

指している。ここでは勉強のレベルが自分にあってい

て、何とか卒業できるメドがたった。

　小学校でいじめにあい、それがきっかけで、勉強に

身がはいらなかった。中学でも状況は同じ。大学進学

は考えていなかったから、高校が最後の学校。わから

ないながらも、勉強したい、わかりたい、頑張りたい

という気持ちはあった。確かに、中学の勉強すらわか

っていない私たちに高校の勉強を教えるのは難しいか

もしれないけれど、私は勉強というものがしたかった。

先生方は、教室がうるさくても黙々と説明したり板書

したりするだけで、内容が難しくて全く理解できなか

った。できる生徒ができない生徒に教えるような方法

でもよかった。高校は成績である程度振り分けられて

いるのだから、私たちのレベルに合わせた授業はやっ

て欲しかった。

（３）教師の厳しい対応や校風に馴染めず中途退学したＣ子

　私立の進学校に通っていた。校則も勉強も厳しい。

先生方の関心事は、進学率を上げることだけ。公立高

校に追いつけ追い越せで、生徒の気持ちは全く考えて

いなかった。生徒は学校の考えに洗脳されるか、脱落

するかのどちらかのパターン。生徒のレベルに合わせ

た授業内容ではなかった。教師は一方的に説明するだ

け。教室の雰囲気も悪く、進学クラスは特にピリピリ

していて、周囲が皆敵で教室にいづらい。一斉授業で

進度も速いため、頭に入らない。先生の説明も形式的

で丁寧さを感じない。教師の都合で授業しているため

つまらない。もちろん、授業中、先生と生徒との言葉

のキャッチボールはない。友だちにわからないところ

を聞こうとしても、「勉強の邪魔するな」と言われる。

みんなで勉強している感じではなくて残念だった。先

生に質問しても、「この程度のこと、自分で勉強すれ

ばわかるはず」「努力が足りない」と笑いながら対応

された。生徒を育てようという感じではなかった。学

校のシステムに問題もあるが、教師の対応の冷たさが、

私の心を傷つけた。

　1年の 7月に体調を崩し、そのまま鬱状態になった。

休学し治療に専念しようとしたが、担任から「甘えて

いたから精神面が強くならない」と、私を気遣う言葉

はなかった。こんな先生と関わっていたら、ますます

身体が悪くなると思い 9月に中退した。

　現在は、通信制高校に在籍しながら進学を目指して

いる。スクーリングやレポートの内容が優しすぎるた

め少し心配だが、先生方は質問すれば対応してくれる。

だから、気分良く勉強ができる。前の学校の先生は、

頼られて嬉しくないのかなと思った。生徒を育てよう

という気持ちは伝わらなかった。生徒のために働いて

いるというよりか、自分自身や学校のために必死にな

っているという感じ。みんなで一緒に学びたいし、先

生も自分たちのために働いてほしかった。進学率を上

げるために、追い込まれた状況で先生方も働いていた

のかもしれない。だから私たちから頼られても嬉しい

とは感じず、面倒くさそうに対応していたのかもしれ

ない。

（４）教師の対応の仕方に馴染めず中途退学したＤ子

　高校 2 年の 12 月に中退した。1 年の時は友だちも

多く楽しかったが、2 年になり仲間がだんだん中退し

ていくと、学校生活がつまらなくなった。

　先生の注意の仕方に問題を感じた。髪の毛の色が多

少茶色いくらいで「そんなことばかりしているとたい

へんなことになるぞ」「親は注意しないのか」などと

生徒指導担当に注意される毎日だった。注意ではなく

怒鳴られていた。

　学校の雰囲気に馴染めなかった。授業中も、先生の

声がやたら大きくて、まるで怒鳴っているような感じ。

生徒に教えているのではなく、自分の説明に酔いしれ

ている感じ。壁に向かい、教室の外に向かい、俺は仕

事をしていると PR しているようにも感じた。生徒指

導と同じで、うるさい時は恫喝するだけ。授業内容は、

教科書を読むか、板書するだけで工夫がない。友だち

がわからないところを質問すると「教科書をよく読め

ばわかるはず」の一言で解決。できる友だちの方がわ

かりやすく教えてくれた。この状態では、先生と生徒

の気持ちがつながるわけないと思った。

　気分が晴れず、学校も休みがちになった。学年主任

に親子で呼ばれた時、「先生のこと嫌っているのか」

と質問された。嫌っているのは先生でしょ、と思った

が、言っても怒られるだけだから言い返さなかった。

友だちには支えられたが、友だちがどんどん辞めてい

ってしまうと、支えを失った。学校で友だちと騒いで

楽しんでいたときが一番よかった。先生は私たちの支

えにならなかった。学年主任からは、「辞めるにして

も次は校長面接ですから」という連絡が度々入った。

形式を踏むだけで、苦しんでいる生徒の気持ちに耳を

傾けようとはしなかった。　

　中退を決意するまでは、色々なことがありストレス

はピークに達していた。だから退学届を書いた時には、

解放感からすっきりした。学校に対する反発が強いた

めか、辞めたことは後悔していない。ただ、話を聴い

て欲しかった。
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　高校卒業の資格は欲しかった。もう一度高校生活を

したいという気持ちはある。しかし、辞めた高校の先

生には恨みしかない。在籍中支えてくれたのは、友だ

ちだけだった。友だちは近くにいるだけで安心感があ

った。先生と話していて安心できるような学校だった

ら良かった。

　先生は学校の中で守られているが、生徒は先生に守

られていないし、頼ることもできない。私が約 2年間

在籍した高校では、生徒と先生の関係ができていない、

といより切断されている。授業も生徒を巻き込んで協

力してやった方がいいと思った。私たちが関係を保と

うとしても、先生方が私たちとの間に壁を作っていた。

（５）教師の対応に失望を感じて中途退学したＥ男

　入学式のときに服装検査があった。先生から天然パ

ーマや地毛が赤いのが理解されず、「髪を染めている

のだろ。背が高いから目立つ。パーマも禁止だ！」と

いきなり髪を引っ張られた。その後、俺が成績上位の

特別奨学生で入学したことがわかると、その先生は、

「みた目で誤解されると不利だから注意しろよ」と言

ってきた。この出来事から、この高校の教師に対し、

生徒の内面ではなく、表面上でしか評価しないのだと

疑いを抱いた。入学早々、教師に不信感を抱いた。

　授業中も、ある先生は、頭のいい生徒を優遇する傾

向があった。親しい友人から、自分が嘘の噂を言いふ

らしているというデマを流された。そのうわさが広が

ったのは世界史の授業中で、先生にも聞こえていたは

ず。しかし、先生は無視して授業をしていた。再び先

生に対して不信感を抱いた。それがきっかけで、俺は

集団から無視されるようになった。その後 2週間ほど

保健室登校をした。学校辞められないのなら死にたい

とまで思いつめた。あの時、先生が俺の気持ちに少し

でも耳を傾けてくれたなら、気持ちは楽だったに違い

ない。中退する前には学年主任から「学校まで来て話

を聞いてほしい」という電話があった。自分は行きた

くなかったので、母親だけが行った。学年主任は母親

に「成績のいい生徒は残ってほしい」と伝えた。母親

は、「何もわかっていない」と呆れて帰ってきた。そ

れを聞いて、先生たちは、ひとりの人間をみていたの

ではなく、成績を見ていたのだと思った。中退を引き

止めようとした先生たちって何だったんだろう。結局、

1年 6月に退学した。

　母親の「何もわかっていない」という言葉の意味を、

先生は理解してくれただろうか。表面上のいいところ

や悪いところは、教師でなくても誰でもわかるだろう。

教師だから、内側の部分を見ようとして欲しかった。

理解できなくてもてもいいからわかろうとして欲しか

った。授業も、みんなが一緒に楽しく勉強できるよう

な工夫をして欲しかった。

（６）教師の不親切な対応に嫌気がさして中途退学したＦ男

　高校 2年の 2月、他校生徒への暴力行為が見つかり

無期停学になった。謹慎は何とか終えたが、教室に復

帰すると、謹慎期間中の教科の課題レポートがたまっ

ていた。謹慎中に課題をやらせておきながら、復帰し

たら休んでいた分の教科課題をやれとは何事かと思っ

た。先生に質問すると「学校のルールだ」という形式

的対応で片づけられた。これはいじめだと思った。

　課題がやりきれず、やる気をなくした。わからない

ところは先生に教えて欲しかった。それは望めないと

判断した。学年末試験も受けず、そのまま中途退学す

ることを決意した。

　学校の対応も形式的だった。主任面接、教頭面接、

校長面接と形式的な手順を踏むだけ。「もう少し頑張

れよ」という言葉には、気持ちがこもっていなかった。

「頑張れよ」ではなく、「一緒にがんばろうな」と言っ

て欲しかった。

　中退してさっぱりした。学校に残っても仕方がない

と感じた。2 年の担任は確かに熱心だった。しかし、

俺たちのことを思って注意しているのではない。生徒

がしっかりやってくれないと自分たちが怒られるよう

なことを言っていた。自分のために教師しているんだ、

と思った。

　授業も面白くない。教科書を読んでいるか、やたら

意味わからない内容を黒板に書いて写させるだけ。役

に立たないと感じた。勉強する価値あるの？と思った。

俺たちもしっかり聞かないから何も言えないが、工夫

がないと思う。俺たちの授業を大切にしてほしい。謹

慎のときもそうだったが、課題はただ出すだけ。それ

も、教科書や資料を写すだけのような内容。頑張って

提出しても、コメントもない。先生とやりとりができ

ない。だんだんやる気をなくした。

　当時のバイト先の大人の方が大切なことを教えてく

れた。教師は偉そうにしているだけで言っていること

に説得力がない。俺たちも確かに迷惑かけたけど、盾

になってくれない。高校生だから、自立しろとよく言

っていたが、自分の身を守るだけで生徒を守れない教

師が自立しているのか、と思った。

　現在の仕事は技術職だから学歴は関係ない。毎晩夜

遅くまで働いているけれど、職場の上司や先輩は俺を

育てようとしてくれていることがわかる。温かい雰囲

気だ。だから俺も先輩の技術を学ぼうという気持ちに

なる。だから辛くない。職場の先輩や上司は偉そうに

していないが、権威を感じる。
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 （７）教師の対応に失望したＧ子

　中学時代から勉強は苦手で、成績は常に下位だった。

そのため、第一志望の高校には入学できなかった。

　高校生活は全般的に順調だった。しかし、試験はい

つも点数が取れない。学校は風紀が乱れ、授業中もす

ごくうるさくて先生方もたいへんだった。注意しても

生徒は反抗するばかり。そんな状況だったから、先生

は私にクラス委員を命じた。しかし、話し合いができ

る雰囲気ではない。「お利口ぶってるな、勉強できな

いくせに」といつもやじをとばされ、私は委員の仕事

をやりたくなかった。先生に辞めたいといっても、「他

にやれる生徒がいないんだから我慢してくれ」の一点

張り。委員の仕事は忙しく、半分くらいが先生の仕事

の手伝い。確かに先生も生徒指導に追われたいへんそ

うだけど、私も少しは勉強したい。わからないところ

もたくさんあるから教えてもらいたい。しかし、そん

な気持ちは全く理解されなかった。

　私は中学時代から成績が悪く、高校の勉強も全くわ

からなかったため、試験が心配だった。案の定、3 科

目赤点。なんとか仮進級させてもらったけれど、精神

的には疲れてしまった。勉強できないのは私の能力

だから仕方ないけれど、教室でいつもうるさくしてい

る非行傾向の強い人は普通に進級している。「おまえ、

まじめなくせに仮進級」とからかわれた。

　2 年になり、神経症的症状がひどくなり、登校、不

登校をくり返すようになった。私はおとなしくてまじ

めに見えるかもしれないけれど、勉強は何もわからな

い。机に座っていても全くわからない。もっとわかり

やすく説明してほしいし、できれば個別に教えてほし

い。しかし、学校にもそういうシステムはないし、先

生にもゆとりがない。それで結局赤点。学校に来る意

味がないような気がした。

　うつ状態になり、限界を感じ担任に相談した。担任

は必死に止め、励ましてくれた。あるときこんなこと

を言った。「教師になってから今まで中退者を一人も

出してないから、そのスキルを壊されたくないな」先

生は自分の経歴に傷をつけたくないから必死にひきと

めたのだと思った。7月に退学を決意した。

　考えすぎかもしれないが、私が何度も補習授業のお

願いをしても、忙しいで片づけられた。先生も忙しい

からと思い、その場は我慢していたが、勉強がわから

ないから苦しい生徒の気持ちなんてわかろうとしてい

ないのだと感じた。授業がわからないと教室の中で孤

独な気持ちになる。でも、先生はひとりで勝手に授業

をして、私たちを置き去りにして走っている感じ。私

は高校や教師に失望している。

（８）生活態度の乱れから中途退学したＨ子

　高校入学後、親の言うことに反抗ばかりしていた。

学校では目立つ格好をしていたため、先生から注意ば

かり受けた。先生たちは、私の話を聞くこともなく、

ただ、「校則違反だ。すぐに改善しろ」と叱責するだけ。

私の生活態度がどうして乱れているのかを聞こうとは

しなかった。生徒の話を聞こうとしないのに、自分た

ちは一方的に話をするだけ。

　父はほとんど家にいることもないのに、私には小言

を言う。高校も私の希望ではなく、父が勝手に決めた。

母はそれに対して何も言えない。家にいるのも息苦し

いため、夜は外出して遊んだ。厳しい環境だったため、

親が寝てから家を抜け出し、親が目を覚ます前まで夜

遊びをしていた。そのため、学校を遅刻したり休んだ

りするようになった。担任は、私のことを全部否定し

てくるため意見が合わず、信頼できなかった。少しは

見守って欲しかった。

　当時、いつも一緒に遊んでいた数人の非行系仲間と

は話があった。私の話を聞いてくれるため、一緒にい

ると精神的に落ち着いた。

　中学卒業までは、親のなすがままに育ってきた。我

慢の限界だったのかもしれない。高校で気の合う仲間

と出会い、はじけてしまった。最初に門限を破ったら、

両親は怒り、門限をさらに厳しくした。それでも私は、

親への反抗から、門限を破り続けた。

　欠席が重なり、担任から進級が危なくなると言われ

た。しかし、注意する時は形から入り、内面の部分に

踏み込もうとしない大人とは関わる気持ちはなかっ

た。こんな私でも中学の頃は成績が上位であったため、

やろうと思えばやれるという甘い気持ちもあった。結

局、欠席時間数がオーバーしてしまい、1 年の 11 月

に中退した。

　その後、通信制高校に所属し、ようやく卒業が近く

なった。当時は自分の気持ちを受け止めてくれる人が、

非行系の友だちしかいなかった。親や先生は私の話を

聞こうとはしなかった。だから、中退したことを後悔

はしていない。

３．インタビュー調査のまとめ

　以上 8事例の中途退学者の語りから、彼らが教師に

求めたもの、彼らが必要としている教育ニーズは次の

ようにまとめることができる。

　中途退学した生徒たちは、総じて低学力や生徒指導

困難という、教師にとっては負担の重い印象を受け

る。しかし、どの生徒も「学力に見合った学習サポー

ト」を教師に求めている。「レベルに合わせた授業を

してほしい」（事例 2）、「わかりやすく教えてほしい」
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（事例 1）という語りは、教師への抗議ではなく、「わ

からないながらも頑張りたい、勉強したい」（事例 2）

という生徒の本音であろう。「勉強がわからないから

苦しい」（事例 7）生徒に「課題をやりきれないほど

与える」だけでなく、彼らが学ぶ「価値ある」（事例 6）

と思える授業を提供していたかどうか、教師に自己省

察を迫っている。「俺たちの授業を大切にしてほしい」

（事例 6）と教師に訴え、教師との「言葉のキャッチ

ボール」（事例 3）を通じ彼らは学び育とうとしている。

　もうひとつは「教師との人間関係」の問題である。

様々な場面で生徒は教師と関わりを持とうとしてい

る。勉強のわからない生徒に対し、「そんなことも知

らないの」（事例 1）という教師の対応は、信頼関係

が構築されていれば叱咤激励という解釈も可能であ

る。しかし、生徒は教師から肯定的側面を引き出され、

そこを持続的に支えてほしいと願っている。「そんな

ことも知らないの」とネガティブな側面を強調し激励

するのではなく、生徒を「わかろうとする」（事例 5）（事

例 7）姿勢を示してもらいたいのである。教師が生徒

との間に「壁を作っている」「生徒は教師に守られて

いない」（事例 4）と感じてしまっているため、「在学

中の支えは友だちだけ」（事例 4）、「教師に失望して

いる」（事例 7）と思ってしまう。教師が「一方的に

話をするだけ」（事例 8）ではなく、生徒の話に授業

中を含めて「耳を傾けて欲しい」（事例 2）という切

なる訴えは、教師や学校から見放された中途退学者の

「孤独な気持」（事例 7）を表している。

Ⅲ　考察

　杉山 2008b（平成 20）年は、教師は生徒の内面を理

解するように努め、まずは傾聴し、生徒の気持ちを否

定せず受け止めることの重要性を強調する。さらに、

指導困難な生徒と対峙するときの教師と生徒との関係

性の基本は、指導というタテの関係性から、支援とい

うヨコの関係性を構築するべきであるとする。こうし

た教師の意識変革を促すために、学校内に中途退学予

防のための特別な場を設置し、教師と生徒が本音で語

る空間を提供することが必要だとする。杉山 2010（平

成 22）年は、杉山・松原 2004（平成 16）年の実践に

基づいて、高等学校内に特別な居場所を作り、そこで

卒業を目指すという支援モデルの提示をしている。

　確かに対症療法的には例外的な“居場所”作りによ

り、生徒救済の道筋を整え、そうした過程を生徒・教

師が共有することで教師の意識変革を促すことも 1つ

の方法である。しかし、近藤 1995（平成 6）年は、学

校という独自空間の中で、教師が生徒に的確に関わる

ときに発揮される生徒の成長への促進力は、カウンセ

リング・ルームの中で心理臨床家が発揮できる数十倍

にもなると指摘している。今回の中途退学者へのイン

タビューから、教師は「勉強がわからない」という生

徒の悲痛な叫びに耳を傾け、授業を通じ生徒たちの学

びと育ちを保障していく地道な実践を常に心がける必

要があることがわかった。生徒の発達を助成する作用

としての教育活動が成立するためには、岩本 2004（平

成 16）年が指摘する教師と生徒の間の相互の信頼と

尊敬に基づく関係性の構築が第一義的課題である。中

途退学予防という一般的視点から教師の関わり方を眺

めると、「教室の中だからこそできること」「教師だか

らこそできること」を掘り起こしていくべきである。

　居場所を作るという特別な支援以前に、中途退学者

を出さないために、教師は日々の授業で何ができるの

かを、改めて考える必要性を痛感した。

１．生徒が学びあえる授業規律作りにおける教師の実践

　中途退学者の語りから、答えが一つとは限らない問

いをめぐって、教師と生徒、そして生徒同士が対話を

重ねながら営む、学びあえるような学習を可能な範囲

で導入していく必要性を痛感した。もはや、教師が知

っていることを生徒が覚えるという、ごく一般的な勉

強の図式からの脱却が求められているのである。

　学びあいを保障するためには、「聴く」ことと「話す」

ことを軸とした授業規律を確保すると共に、基本的な

授業形式や仕組みを整える必要がある。

（１）生徒の話を「聴く」実践

　中途退学者の語りから、授業の中で生徒が置き去り

にされ、教師が独り歩きしている印象を受ける。それ

では、生徒は教師や授業とつながることなく、学校か

ら気持ちが離れる。教師ひとりが授業をするのではな

く、生徒が学びあえる規律作りに教師は尽力する必要

性を痛感する。

　生徒が学びあえる規律を示す際に重要な点は、それ

が何のために必要なのかを明らかにしておくことであ

る。授業に関する規律は、生徒同士が学びあうために

存在する。ゆえに、単に授業がしやすいようにと教師

の勝手な都合で決めてしまうのでは、生徒はついてこ

ない。まずは、「教師が生徒の話を聴く」ことと、「教

師が生徒に言葉を届ける＝話をする」こと、この 2点

に教師はこだわる必要がある。

　学びあうための最も大切な規律は、「聴く」ことで

ある。つまり、生徒に「聴く」作法を身につけさせる

ことである。相手のことをわかろうとして聴く、相手

に身体を向けて聴く、相手の話に反応しながら聴くこ
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とである。そして、このことをまずもって教師自身が

授業の中で実践することが大切である。生徒をひとり

の人間として尊重し、「聴いてくれるだけでよかった」

（事例 1）、「気持ちに耳を傾けてほしい」（事例 4）と

思わせないよう、謙虚な姿勢で生徒に向き合うべきで

ある。

　教師は話を聴けない生徒たちにこそ、話を聴く姿勢

で臨む必要性が高い。話を聴けない生徒は、一方的に

「教師⇒生徒」方向の指示を受け続けている。つまり、

「生徒⇒教師」方向のコミュニケーション通路がふさ

がれているのである。教師の聴く姿勢は生徒から教師

へのコミュニケーション経路を開くことになるのであ

る。

　教師は授業の進行に都合のいい言葉だけを聴くので

はなく、「先生とやり取りができない」（事例 6）、「も

っとわかりやすく説明してほしい」（事例 7）という

生徒の言葉を真摯に受け止め、教師と生徒、生徒同士

を授業の中につなぎとめる実践をすべきである。教師

は、生徒の発話が教師自身の論理空間に押し込められ

ることなくそのまま受け止めてもらえたというような

安心感を生徒に提供できるような聴き方を、授業中に

実践するべきである。

（２）生徒に言葉を届ける実践

　教師から生徒に発信する言葉は、単なる情報伝達手

段ではない。伝えられた言葉は生徒を癒すこともでき

るし、言葉を届けることにより、生徒を動かすことも

可能である。したがって、学びあうために生徒には、

常に聴いてくれる相手を意識した話し方を実践させる

必要がある。そのためには、やはり教師が手本を示す

べきである。教師の声が生徒の頭上を通り越し、壁を

突き抜け隣の教室に行ってしまっては、生徒に言葉を

届けることは不可能である。「授業中も、先生の声が

やたら大きくて、まるで怒鳴っているような感じ」（事

例 4）を生徒に印象づけてしまうと、教師だけが授業

で独り歩きし、生徒は教室の中で「孤独な気持ちに」（事

例 7）になり、授業規律の確立には役立たない。授業

に関する規律を確立するためには、教師の日常の語り

方について、教師自身が今一度、自己省察する必要が

ある。生徒に教えているというよりかは、壁に向かい、

学校全体に、「俺は仕事をしているとＰＲしている」（事

例 4）のような教師のパフォーマンス的関わりは、教

師と生徒の心理的距離を疎遠にしてしまうことは山口

1994・1996（平成 5・平成 7）年により実証されている。

私たちが習得している言葉は、もともと他者の言葉で

ある。他者から新たな言葉を受け取り、それを改めて

語りなおしているのである。したがって、教師は丁寧

な言葉を生徒に届けなければならないのである。

２．教師と生徒がつながる授業作り

　中途退学者の学力問題は、インタビューに応じた多

くの中途退学者の語りからも浮かび上がってくる。

　授業は高校生活の中心であり、学校の教育機能の中

心である。生徒の学びと育ちが保障され、生徒が学ぶ

喜びを体験できる授業の展開は、教師全員の地道な努

力と実践によって実現されるべきである。

（１）学びあうためのつながり

　生徒同士が学びあえるためには、1 つは生徒と教材

がつながること、もうひとつは、生徒同士がつながっ

ている必要がある。もちろん、つなぐ役割は教師に課

せられる。「課題がやりきれず、やる気をなくした」（事

例 6）「教師の説明が難しすぎる」（事例 2）という中

途退学者の語りから、生徒と教師、生徒と教材のつな

がりは切断された印象を受ける。

　生徒と教材をつなぐとは、学ぶ価値のある教材と生

徒をつなぐという意味である。問題を解き、正解を求

めるパーターンだけでなく、様々な答えの可能性を仲

間と協同で探る活動を通じ、学習内容を修得させる必

要もある。高校生であれば、仲間同士の会話や話題が

媒介となり、人と人とがつながる。人とつながること

ができない生徒は、仲間との間で媒介を失っているの

である。人と人とがつながることができるか否かは、

つながるための媒介があるか否かである。教師はとか

く、対人関係が得意でないことをスキルの問題のみに

還元することがあるが、スキルだけの問題ではない。

教師は、まずもって、生徒同士をつなぐ媒介を用意す

ることである。その媒介が、学ぶ価値のある教材でな

くては意味がない。

　生徒にとってわかりきった、魅力ない課題を提示し

ても、生徒と課題はつながらないし、値打ちがないと

思うから、おしゃべりを始めるとも考えられる。本来

教師は、生徒と心で通じ合いたいと思い、生徒の成長

を願っているはずである。そうした願いのみが先行し、

課題を与えてひたすら勉強させようとしてしまうと、

「学ぶ価値があるのか」（事例 6）と逆に生徒は抵抗し

てしまう。小林 1990（平成元）年も、義務教育内容

に遡って学力が遅滞している生徒も存在する事実を直

視しなければ、学習への興味は益々減退し、中途退学

への坂道をまっしぐらに下ることになることを指摘す

る。「一番困っていることに耳を傾けてほしい」（事例

2）というメッセージは、何とかしてつながりたい、「わ

かりたい」（事例 2）という生徒の切実な思いである

と同時に、三戸他 2005（平成 16）年が指摘する、失
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われた自信の回復への希求でもある。

　杉山・松原 2004（平成 15）年は、不登校傾向にあ

る生徒を対象に、できることに的を絞った体験学習を

共有させることにより、生徒と教師、生徒と教材がつ

ながるだけでなく、生徒が自信を回復し、登校意欲が

高まることを指摘している。教師は、生徒の実態を考

慮した上で、質の高い課題＝生徒が夢中になれる教材

提示を工夫する必要がある。生徒が感動をもって教材

と出会い、それをめぐって生徒同士がつながり、学ぶ

喜びを感じられるような学びあいを生徒は求めている

のである。

（２）仲間を大切にしあえる授業作り

　長岡 2010（平成 22）年は、スクールカウンセラー

が学校現場に導入され、個人面接やコンサルテーショ

ン等による個別支援は定着したと指摘する。しかし、

相談室につながったとしても、教室とつながらない限

り、高等学校の授業は欠課扱いとなる。つまり、教師

は生徒が教室につながるための方策を授業で講じる必

要がある。

　具体的には、教室の中に生徒をとどめる依存の対

象があるか否かである。この点については、片野他

2004（平成 15）年が、すでにクラス単位の生徒集団

を温かい交流集団へと育む方法としてのグループエン

カウンター等を導入し、生徒同士を授業につなげる

様々な実践を紹介している。しかし、単なるスキルの

導入だけでは、対症療法に終わることもありうる。ま

ずは、生徒同士が依存しやすい環境を提供し、そこで、

教師がともに学べてこそ温かい交流集団が育成される

のである。

　自立の前提には依存が存在する。上手に依存するこ

とは難しいことである。依存するためには、依存先と

なる相手とのやり取りが問題になるからである。人は

人との関わりに失敗を重ねていると、必要な時に他者

に依存することができず、生きにくさを感じる。そこ

で、教室の中で、生徒がわからないことをまずは仲間

に聞けるような依存できるつながり先を保障する工夫

を試みることを提案したい。これは単純なスキル伝達

ではない。依存できる生徒に育てるためには、依存で

きる人や依存しあえる仲間の存在が不可欠である。そ

のことに教師が気づく必要がある。困った時に助けを

求めたら気持ちよく応じてくれた、つまり、依存した

らいいことがあったという経験を積ませることが必要

である。田代・八重樫 2009（平成 21）年は、生徒の

学校参加を保障することで、教師と生徒、生徒相互間

の協同的関係の構築により、教師や仲間に認められる

ことでこうした課題解決を試みる。同じ視点から宮下

2004（平成 15）年は、総合的学習における高等学校

での実践的研究成果を報告している。しかし私は、教

室内で教師が日々の授業で実践できる方策を講ずるべ

きであると考える。

　具体的な授業環境設定としては、机をコの字型配列

にする、小グループ学習を導入する等を可能な範囲で

実践することである。あれ、ちょっとおかしいなと生

徒に思わせるような、斬新な思い切った実践が望まれ

る。共に学びあえるスタイルで相手の顔がよく見え、

話し手聴き手の方に無理なく身体が向く。これは生徒

に聴き方、話し方を練習させる場面設定としても、旧

態依然とした一斉授業の形態よりも好ましいはずであ

る。また、人との関わりの不得意な生徒にとっても、

小グループ等による学びあいの場は貴重なはずであ

る。人間関係を育てる糸口は、共通した目的に向けて

協力しながら学びあうグループ学習の中にあるからで

ある。

　聞きたいことを安心して言えるためには、語っても

傷つかない教室の風土を作る必要がある。人は、話し

たことを頭ごなしに否定されたり、まったく取りあっ

てもらえなかったりすると、他者に語ったがために傷

つく体験をする。だから、語っても傷つかない相手を

選んで話をするのである。しかし、教室で相手を選ぶ

ことは不可能である。ゆえに、教師は生徒たちが安心

して語り出せる授業風土を作るべきである。コの字型

配列やグループ学習であれば、教師は生徒の顔が見や

すいし、中に入りやすくなるであろう。そこで教師は、

「そんなことも知らないの」（事例 1）と頭ごなしに否

定するのではなく、生徒と一緒に仲間を大切にしあう

学びあいの仕組み作りに参加するのである。

（３）生徒のありのままを認める教師の勇気

　教師は生徒を集団として統制する傾向が強い教師集

団に属していると、規則を守り何事にも勤勉であるこ

とを当然のごとく説く指導に陥りがちになる。教師が

一方的に権威をかざしても、生徒からみて教師は単な

る取り締まりの道具にしか映らないのである。現代社

会は生き方のモデルが多様化し、考える力や個として

どのように生きるのかが問われ始めている。均質から

多様へ、競争から共生へという価値観の転換を意味す

るものである。授業の環境設定も、旧態依然としたス

タイルからの脱却が求められているのである。

　具体的な関わりについては、まずは生徒を理解しよ

う、ありのままを受け止めようと見守ることから始め

る必要がある。そして、生徒に起こっていることを理

解しよう、受け止めようとしてどうにかしようと試行

錯誤を始めると、その現象には必然性があり、その生
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徒にとってはそうするしかない事情があることをしば

しば発見するのである。中途退学者は、勉強がわから

ないから授業中おしゃべりをしてしまう、つまらない

からゲームをしてしまう、寝てしまう、注意されても

反抗してしまうのである。それを認めようとすれば、

教師として自分が指導していることが、尊敬するべき

ひとりの人生を蹂躙していないかという問にぶつかっ

てしまうときさえある。それらを自分に問い直しなが

らもう一度生徒に向き合うとき、教師としてより対等

なひとりの人間としての悩みや決断の姿を生徒に見せ

ることになる。「おしゃべりではなく、友だちに聞い

ていたのかな」「ゲームでも熱中できる力は素晴らし

いね。もう一度説明したいから、聞いて欲しいな」と

勇気をもって語りかけるのも1つの手段である。杉山・

楡木 2010（平成 22）年は、そのようなときこそ生徒

は「この先生、先生らしくないな」と安心して依存で

きるようになり、生徒は劇的な変化・成長を遂げると

指摘する。こういう体験を積む中で、教師は生徒個々

が持っている成長の力を信じられるようになるのであ

る。それは教師の中に生徒のありのままを認める勇気

を育ててくれるはずである。生徒も教師のそのような

思いに応えやすくなるはずである。

Ⅳ　今後の課題

　本研究では、中途退学者の声をもとに、高校におけ

る生徒のニーズに応えた中途退学予防のための指導援

助の方法を、主として授業の規律作りという一側面か

らのみ検討したものである。

　教師は授業の中でも、生徒の望むことを的確につか

むことが必要である。しかし、生徒は自分の本当の気

持ちを上手に表現できないのである。本当は教師に頼

りたい、仲間と共に学びたいと思っても、表現できな

い生徒はいくらでもいる。教師が思っている以上に学

ぶことに負担を感じている生徒が多いことが今回の調

査で明らかになった。そういう場合、教師は生徒に無

理をさせないことである。そして必要な準備をし、環

境を整え、授業そのものを生徒が参加しやすいように

デザインすることが必要である。学ぶことに困難を訴

える生徒のために個別的な配慮や支援をすることはも

ちろん大切である。しかし、今後は、生徒が困らなく

てもいいように、授業自体を変えていくことの検討を

迫られていることを、中途退学者の語りから気づかさ

れた。

　中途退学については多くの場合、普通の状態からの

逸脱を意味し、学校から切り捨てられ社会参加にマイ

ナスな条件を背負うイメージが定着している。しかし、

それぞれの中退の原因となった問題が誕生から高校ま

での時間軸の中で生まれ、その解決にも相当な時間を

要することは事実である。中途退学者が抱えた問題と

向き合い、その問題の克服のためには、高校の持つ教

育機能を様々駆使していく必要がある。

　今回のインタビュー調査でも、Ｈ子（事例 8）のよ

うに自己の中退となった問題を明確化し、克服への動

きが見え隠れする部分もある。つまり、高等学校がも

つ中途退学という教育機能について、彼らが在学中に

機能させることが、中途退学の予防に貢献できるので

はないかと考える。したがって、今後は授業という側

面だけでなく、生徒指導や進路指導上の指導援助の方

法について、中途退学者の声を参考にしながら丁寧に

分析していく必要性があることを痛感した。
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